





















































































































































































































































































































































































































回目は、明治43年から大正3年 (1911～ 12）までの計3回で中央アジアを踏査した。昭和 12年
(1937）、有光社より、大谷探検隊の中央アジア踏査を詳細に記した報告書 『新西域記j（上下巻で

























9）潜天寿 (1898～ 1971）『中国絵画史J（圃結出版社、 2006年）を参照。民国期の名著で待望の復刻
版。i番氏は、若い頃、弘一法師 （李叔問、 1906年9月東京美術学校に入学、西洋画科に学んだ最
初の中国人留学生。）に師事。1933年に上海美術専科学校に教鞭を持つ。建国後、 i折江省美術学院
院長、中国美術家協会副主席を歴任。
10）常書鴻 『敦憧と私石窟芸術とともに生きた四十年一J、何子嵐・鈴木久訳、サイマル出版会、 1986年
常書鴻 (1904～ 1994）の名は、敦憧石窟芸術を語る上で忘れてはならない人物の一人である。杭
州の西子湖畔に生まれた彼は、 1927年にフランス留学へ、リヨン国立美術専門学校を卒業、 パリ
の高等美術学校に学び、新現実主義の大家ポール ・アルベル・ルノアールに師事した。ある日、常
書鴻は、偶然にセーヌ川の岸辺の古本屋でポール・ベリオ編集の 『敦埠図録』（全6巻）を見つけ、
敦憧壁画の風貌を知る機会を得、祖国へ帰ったら、民族芸術の宝庫である敦憧へ行くことを決意し
た。1936年、留学青春を終えた常書鴻は、帰国の途につく。1942年、日中戦争のさなかにあった
中国で、初めて国立敦埠芸術研究所準備委員会が設立された。翌年、常書鴻は、初代の国立敦埠芸
術研究所所長に任命され、後に敦埠文物研究所 0951年改称、）所長として、数10年間にわたり、
敦憧石窟壁画の修復模写に生涯の精力を注いで、いた。井上靖は、『敦慢の風鐸』（常書鴻著、秋岡家
栄訳、学習研究社、 1982年）のまえがき「常書鴻氏と私」の中でこう語っている。「四世紀に第一
窟が営まれ、その後約一千年に亘って掘りつがれて行った敦埠莫高窟、そこに包蔵されている移し
い数の塑像と壁画は、砂漠のただ中にあるにも拘らず千数百年の風雪に耐えて、その不滅の価値を
今日に伝えている。ふしぎなことであるが、それにはそれだけの理由がある。長い歳月に亘って戦
乱の時は戦乱の時で、 平和な時は平和な時で、そこを聖地と見る多勢の人たちの信仰心によって守
られ、絶えず降り注ぐ鳴沙山の砂によって守られ、そして今世紀になってからは、氏の献身的情熱
によって守られたのである。」、と。規模の最も大きい敦埠莫高窟の4万5千平方メートルの壁画に
は、 4世紀から 14世紀にいたる一千年以上の仏画作品が保存されており、正に世界の芸術宝庫で
もある。敦埋石窟壁画の保護に歴史的な使命を果たした常書鴻の名は、永遠に敦埠芸術史の上で刻
まれていく。
11）マイケル・サリパン著 『中国美術史j新藤武弘訳、新潮選書、昭和48年
12）注11）に同じ。
13）平山郁夫 『議雇虚主の旅 シルクロードに法隆寺をみたJ光文社、平成元年
14）福田宏年 「解説」、『異国の星J下巻、講談社文庫、昭和62年
15）井上靖『異国の星J上巻、講談社、昭和59年
16）藤沢全「井上靖年譜」、『井上靖 詩と物語の饗宴J「国文学解釈と鑑賞」別冊、至文堂、平成8年
17）井上靖『シルクロード詩集J日本放送出版協会、昭和57年
18）張承志－1948年北京生まれ。回族。名門の清華大学附属高校卒業。文化大革命のさなか、「紅衛兵」
の命名者でもあった（張承志『紅衛兵の時代J岩波新書）。1968年から4年間、内モンゴル草原で
牧民生活を送る。初期の代表作 『黒駿馬J(1982）、小説集 『老橋J、f北方的河j、『心霊史jなど多
数。
＊討議要旨
郭南燕氏は、発表タイトル「永遠と停頓の詩人・井上靖」の 「停頓」という語には、どのような意
味がこめられているのか、と尋ね、発表者は、長い歳月を経でもなお光を放つ、時間を超越した存在
というニュアンスを含めた、と答えた。
王益鳴氏は、 資料に引用されている仏教絵画伝来と道教信仰の融合説には時代的異同があるのでは
ないか、参照した資料を再検討すべきではないか、と提案した。
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